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株式会社 ぶんか社
 


剣道男子が私をめぐって争ってます！





一文字鈴・著

アヤコ・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「わぁ、いいお天気！」

　雲一つない青空を見上げて、中なか園ぞの美み月つきは深呼吸した。

　美月は自宅の一階を改装した小さな食堂『中園亭』を父と一緒に切り盛りしている。白いエプロンをつけて開店の準備をしていると、ふいに後ろから声をかけられた。

「……お店、開いていますか？」

　低くて落ち着いた声が耳に心地良い。

「はーい、開いています。どうぞー」

　元気よく答えて振り向くと、剣道着姿で長身の男性が穏やかな微笑みを浮かべて立っていた。

　二十一歳の美月と同じくらい若い彼は見上げるほど背が高く、背筋がピンと伸びて和服がよく似合っている。その上彫りが深く整った顔立ちをして、美青年という言葉は彼のために作られたのではないかと思うくらいハッと目を引く外見をしていた。

「よかった。ランニングの途中でお腹が空いてしまって」

「あ……そう、ですか……」

　明るい髪と同色の切れ長の瞳が陽射しを反射している。そんな彼がまぶしくて、美月は目を細めた。

　男らしい首筋にくっきり喉仏が浮かんでいるのをぼぅっと見つめていると、美青年が小首を傾げた。

「剣道着がめずらしいですか？」

　どくん、と胸が鳴った。見つめすぎたことに気づいて美月はあわてて言い訳をする。

「い、いいえ。剣道をしている幼馴染がいるので和服はめずらしくはないのですが、その、とてもよく似合っているので……凛々しくて、す、素敵だなぁと思って」

　こんなことまで言うつもりはなかった。自分でも何を言っているのだろうと思い、頬が熱くなる。

「わ、私……あの、す、すみません」

　そっと彼を見ると、一瞬、目を丸くして、いえ、と小さく首を横に振った。

「……ほめてくれて、ありがとう」

　低い声でつぶやくように言って彼は軽く顔をふせた。少し照れたような彼の表情に、心臓が一気に駆け足になる。

「あ、の……ど、どうぞ中へ」

　ぎくしゃくと小さな店のガラス扉を引くとカランコロンとベルが鳴り、厨房の父が「いらっしゃいませ」と声をかけた。

　白色を基調とした店内は、四人掛けのテーブル席とカウンター席がある。両親がこの小さな食堂を始めたのは美月が三歳の時だった。優しく働き者だった母は二年前に病気で亡くなり、今は父と二人きりだ。

「お好きな席にどうぞ」

　彼を見上げて声をかけると、迷うことなくカウンター席に座った。

　対面式の厨房から、父が弾んだ声で美青年に話しかける。

「いやー、お客さん、すごい男前だねぇ。剣道王子みたいだ」

　本人を前に恥ずかし気もなく剣道王子ときた。美月は小さく咳払いをして、水とメニューを彼の前に置く。

「メニューをどうぞ」

「えっと……何にしようか迷うな。お勧めってありますか」

「はい、一番人気は茄なす子の味噌炒め定食です。唐揚げ定食もボリュームがありますよ」

「おいしそうですね。でも、これから大学まで走って戻るので軽い物を──蒸し鶏のサラダをお願いします」

　メニューから顔を上げて美青年が優しく微笑んだ。

（さわやかな笑顔……）

　石像のように固まったまま、美月は彼を見つめる。

「了解、蒸し鶏のサラダね。美月、手伝って」

「はい、お父さん」

　あわてて美月も厨房に入り、野菜を洗う。父は鶏肉をゆでながら、興味津々という感じで美青年に話しかけた。

「ところで、お客さんはどこの剣道部？」

「K大の剣道部です。主将をしている久く賀が悠ゆう馬まと申します」

　彼は椅子から背を離して頭を下げた。剣道をしているだけあって動作がキビキビして美しい。

（久賀、悠馬さん……）

　美月は心の中で、彼の名前を繰り返してつぶやいた。

「K大剣道部の主将か、すごいなぁ。そうだ、久賀くんはM大の剣道部の松まつ本もと亮りょう介すけという子、知っている？」

「松本……？　ええ、知っています。試合で何度か当たりました。M大主将で、とても強いです」

「実はその子は友人の息子さんで、美月と仲がいいんですよ。なぁ」

　調理台でおにぎりを握っていた美月が話を振られて驚いて顔を上げる。彼と目が合ってしまい、緊張して視線を泳がせると、彼は低い声で尋ねた。

「松本と知り合いなんですか？」

「ええ……父親同士が友達で同級生なので、小学生の時から知っています」

　亮介は今でもよくお店に寄ってくれる仲のよい幼馴染だ。

「松本と同級生なら、僕も同い年だ」

「しっかりされているので、年上だと思いました」

「そんなことはないよ」

　彼は少し照れたような表情で小さく微笑む。

（だから、その笑顔は反則です……）

　トクトクと鼓動を速めている胸をそっと押さえて、深く息を吐く。父がゆで上がったチキンに味付けをすると、香ばしい匂いが店の中に広がった。

「それで、久賀くんは日曜日なのに今日も練習なのかい？」

「週末は自主練習なのですが、部員の三分の二以上が練習に出てきます」

「さすが強豪校だ。久賀くん、今度の春季大会も頑張ってね」

「はいっ」

　彼は凛々しい表情で頷いた。

「く、久賀くん、お待たせしました」

　さり気なく美月も名前を呼んでみた。蒸し鶏のサラダに小さなおにぎりを添えて彼の前に置く。

「あれ？　おにぎりはたのんでないけれど？」

「お、おにぎりはサービスです。ランニング中は炭水化物も一緒にとった方がいいし、少しなら胃の負担にはならないので」

　悠馬が驚いたように顔を上げた。厨房の父も目を丸くしている。

「美月がそんな気の利いたことをするとは、驚いたなぁ」

「べっ、別に、気が利くも何も……」

「わかった、わかった」

　父が満面の笑みを浮かべている。

　赤くなった顔を彼に見られたくなくて美月はうつむいた。

「……ありがとう。君は優しいね」

　いたわるような声が聞こえてそっと顔を上げると、彼は口元に優しい笑みを浮かべて美月を見つめていた。

「い、いいえ……」

　彼はおにぎりを一口食べて、小さく何度も頷いた。

「このおにぎり、さっぱりしていてすごく美味しい。さすがプロの料理人だ」

「プ、プロって……私は昨年、調理師専門学校を出たばかりで、ようやく一年経った新米なので」

「ちゃんと家業のお店を継いで、すごいね」

「いえ、別に、そんな、ことは」

　しどろもどろになる美月を見て、彼は目元を優しくゆるめた。

　ふいに店の固定電話が鳴った。厨房の父が電話に出る。

「中園亭です──ああ、義ねえ姉さん……えっ、おふくろが？」

　父の声が上ずっている。美月は小さく息をのんだ。

「……わかった、すぐに行きます」

　電話を切ると父は青ざめた表情で美月の方を向いた。

「おばあちゃんが倒れたらしい。美月、父さんは車で様子を見にいってくる。少しの間、お店を頼んでいいか？」

「え、あ、うん……」

「すぐに戻ってくるからな」

　父は調理着のまま足早に店から出て、駐車場の隅に停めてある自家用車に飛び乗った。

「おばあちゃんが……」

　急な出来事に呆然となった美月は、カランコロンとベルが鳴る音でハッと我に返った。四十代の夫婦らしき男女が店内に入ってきて、テーブル席に座る。

「こんにちは」

「い、いらっしゃいませ……」

　しっかりしなくてはいけない。そう思うのに、美月は不安で顔が強張るのを感じた。

「ご注文は──」

「えーっと、茄子の味噌炒め定食を二つ」

「は、はい──」

　厨房に戻った美月は緊張していた。

　この一年、いつも父がそばにいたが今はいない。何度も作ったことのあるメニューなのに、自分一人だと思うと体がぎくしゃくしてしまう。

（えっと、茄子を炒めて、付け合わせの煮物を準備して）

　手順を考えながら歩いていると、調理台に置いてあったボウルに手が当たってしまった。ボウルが床に転がる大きな音に美月はビクリと肩を揺らした。

「あっ……す、すみません」

　あわててボウルを拾い上げ、落ち着けと自分に言い聞かせる。

（さ、最初に何をするんだっけ……）

　すっかり手順が頭の中から消えてしまっている。

（そうだ、野菜を洗わないと）

　食材を取りにいこうとして足がもつれ、バランスを崩した美月は後ろに転倒しそうになった。

「きゃっ」

　体が大きく傾くのを感じた瞬間、強い力で手を引かれた。後ろに倒れそうになっていた体が急に前に傾く。

「……大丈夫？」

　思いがけず近くから声が聞こえた。駆け寄った悠馬が美月の腕を掴んで支えてくれたのだと気づく。

「あ……久賀くん……？」

「少し落ち着いて。深呼吸してごらん」

　ポン、ポンと肩を叩かれて美月は小さく頷いた。言われた通り何度か深呼吸すると、すーっと頭の中の霧が晴れていく。
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「──怪我はないようだね。僕も手伝うよ」

「でも、久賀くんはランニングの途中だし……」

「ちょっと待って」

　彼はポケットから青色のカバーのスマートフォンを取り出した。

「──もしもし、少し遅れそうなんだ。みんなへの指示出しを頼む。すまない」

　通話を終えると彼はにっこりと笑った。

「大丈夫だよ。調理は無理だけど、できることは何でも手伝うから、遠慮せずに言って」

「ほ、本当にいいんですか？」

「もちろんだ。困った時はお互い様だし、おにぎりをサービスしてくれたお礼も兼ねている。だから気にしないで」

　彼は片目をつぶってみせた。ウインクだと気づいた瞬間、キュンと胸が強く締めつけられ、彼の優しい気持ちに胸の中がジンとあたたかなもので満たされていく。

「そ、それでは、じゃがいも六個、洗って皮を剥むいてくれますか」

「わかった」

　彼は手を石鹸で念入りに洗うと、流しに立ってじゃがいもを洗い、慣れない手つきで皮を剥きはじめる。今にも包丁がすべって手を切りそうだ。

（優しい人……）

　美月はきゅっと唇を噛みしめ、彼を見つめた。

「──よし、できた。次は？」

「では、長ネギと玉ねぎを洗ってください」

「了解」

　減農薬の野菜を直接仕入れているので、野菜はどれも土にまみれている。それでも彼は嫌な顔ひとつせず、調理台の上に置いてある野菜を冷たい水でざぶざぶと洗ってくれた。

　慣れない台所作業を懸命に頑張る彼の整った横顔を見つめながら、美月の心臓はどんどん鼓動を速めていく。

（久賀くん、ありがとう……）

　中華鍋で茄子を炒めながら、美月は心の中で感謝の言葉を繰り返した。

　調理に集中すると、間もなく二品が完成した。

「お待たせしました。茄子の味噌炒め定食、二人前です」

　味噌の香りが広がり、美味しいと喜んでいるお客さんを見て、美月の肩の力が抜けていく。

「一人でよく頑張ったね」

　悠馬に声をかけられた瞬間、目の奥が熱くなった。

「ただいまー」

　バタバタと父が帰ってきた。

「美月、一人にしてすまなかったなぁ、おばあちゃんはただのぎっくり腰だ。湿布して横になっている。義姉さんがついているから心配いらないよ」

「よかった……」

　ようやくほっと安堵した美月は悠馬が店を手伝ってくれたことを父に話した。

「そうだったのか、久賀くん、本当にありがとう」

　父は食事の代金はいらないと言ったが、彼は首を横に振った。

「少し手伝っただけですから気にしないでください」

　食事を終えた悠馬が立ち上がると、美月は外へ出て彼を見送った。

「あの、ありがとう、久賀くん。助けてくれて。私……今回のことで自分がまだまだって気づけたの。もっと頑張らないといけないって。本当に、いろいろありがとう……」

　どうしても彼を前にすると緊張してしまい、うまく話せない。

　彼は茶色の瞳を大きく見開いて、すぐにふっと目元をゆるめた。

「僕の方こそ、楽しかった。また寄らせてもらうよ」

　その言葉にぎゅっと胸が締めつけられる。

「た、楽しみに待っています」

　彼は真っ直ぐに美月を見ると、優しい微笑みを浮かべて片手を挙げた。

「それじゃあ」

　ふわりと風が吹き、街路樹の葉がさわさわと揺れている。美月は小さくなっていく悠馬の背中をじっと見つめた。彼の姿が見えなくなってからも、ぼんやりと彼が去った方向を見ていると、聞き覚えのある大きな声が背後から聞こえてきた。

「おーい、美月！」

　驚いて振り返ると剣道着姿の男が立っていた。

　一瞬、美月は悠馬が戻ってきたのかと思った。

「ど、どうしたの、久賀くん……？」

「はぁ？　何を寝ぼけているんだ」

　背は悠馬と同じ位高いが、髪は短くて広い肩幅とがっしりした体つきをしている。それに剣道着の胸元をはだけた感じで着崩しているのは、幼馴染の松本亮介だ。

「俺を誰と間違えたんだ？」

「ご、ごめん……」

「久賀って言ったよな。もしかしてＫ大主将の久賀悠馬か？」

「え──どうしてわかるの？」

「俺と同じくらい背が高いやつで久賀といえばひとりしかいないからな。あいつ、この店に来たのか？」

　美月が頷くと亮介の表情が険しくなった。

「久賀が……」

「この辺りをランニング中で、お腹が空いて、うちへ寄ってくれたの」

「あいつＫ大だろ、こんなところまでランニングしているのか。すげぇな。それで、さっきお前がぼさーっと突っ立っていたのは久賀と関係あるのか？」

「べ、別に……」

「ふぅん」

　不機嫌そうに眉をしかめた亮介はじろりと美月を見た。

「久賀と何かあったのか？」

「何かって、あの……久賀くんはお店を手伝ってくれたの」

　顔を朱色に染めた美月を見て、亮介が小さく舌打ちした。

「久賀に惚れても無駄だぞ。あいつは御曹司だからこんな庶民は相手にしないだろうし」

「御曹司って……？」

「久賀の親は大企業の社長なんだ。その上やたらと顔がいいし。俺は就職先がまだ決まってねぇのに、まったく金持ちはうらやましいよ」

　就職先が決まらなくて亮介がイライラしていることは美月も知っている。それでも久賀の悪口を言ってほしくない。

「……そんな言い方しないで。亮介だってきっといい就職先が見つかるよ」

「だといいけれど……」

　彼は奥歯を噛みしめた。

「それに、久賀くんは亮介のことを悪く言わなかったよ。剣道が強いってほめていた」

　フンッと亮介は不機嫌な顔でそっぽを向いた。悪口を言って恥ずかしいのだろう。亮介は小さな頃からすぐに感情が顔に出る。

「……亮介、剣道っておもしろい？」

「んぁ？　当たり前だろ。負けたら悔しいが、勝ったら最高に気持ちいいんだぜ」

「それで何かやってみせて」

　美月は亮介が持っている竹しない刀を指差した。

「おう、んじゃ、素振りを見せてやる」

　機嫌が良くなった亮介は竹刀を両手で握り、美月の前で素振りをしてみせる。

「メンッ、メンッ、ドウ──ッ」

　ビュンッ、ビュンッと剣先が風を切る音がしてすごく気持ち良さそうだ。

「私もやってみたいなぁ。亮介、私にもその棒、貸してくれない？」

「棒じゃねぇよ！　竹刀だろ。大切な物だから、折られでもしたら大変だ」

　亮介は言いながら竹刀袋にしまってしまう。

「ケチ……」

「お前、今まで剣道に興味なかったのに、急になんだよ」

　不機嫌そうに眉をしかめて、じろりと美月を見る。美月は肩をすくめた。

「別に、気持ち良さそうだから……亮介、から揚げ定食か何か食べる？」

　彼は首を横に振った。

「いや、昼はもう食べたからいい。用があるからもう行かないと。またな。おじさんによろしく伝えてくれ」

　踵きびすを返して、亮介はそのまま走って行った。

　


　それから少しの間、お客さんがたくさん来店して、美月は父と一緒に厨房に立ったり、食器を運んだりして忙しく過ごした。

　お客さんが落ち着いた頃、ふと料理台の隅を見て驚いた。スマートフォンが置いてあったのだ。ブルーのスマホカバーは悠馬のものだ。

「これ、久賀くんのスマホ……？」

　電話した後、水に濡れないようにカウンターに置いて、そのまま忘れてしまったのだろう。

「えっ、そりゃあ大変だ。久賀くん、きっと困っているんじゃないかな」

「私、すぐに届けてくる」

「ああ、気をつけて──」

　美月は中園亭を出た。

　Ｋ大まで自転車を飛ばせば十五分ほどで着くはず。悠馬が困っているかもしれないと思うと気持ちが焦る。急いで自転車に乗ると、ひんやりと冷たい風が美月の頬を撫でた。

　向かい風がきつい中、ペダルをこぎ続けていると、Ｋ大の東門が見えてきた。通りかかった学生に剣道部の練習場所を聞き、第二体育館だと教えてもらった。

　そこに近づくと、掛け声と竹刀を打ち合う音が聞こえてきた。自転車を降りて、開けっ放しになっている体育館の扉からそっと中をのぞくと、二人組になって竹刀の打ち合い稽古をしていた。

「メエェェン──ッ」

「ンドオォォアァァ──」

「テヤァァァッ」

　ものすごいかけ声が聞こえ、竹刀が音を立てて激しくぶつかり合っている。美月は恐る恐る中に入って体育館の中を見渡した。長身の悠馬はみんなより頭一つ分抜き出て高く、すぐにわかった。彼は部員たちの打ち合いを鋭い眼差しで見つめ、大声を出していた。

「山やま辺べ、踏み込みをもっと深くしろ。谷たに口ぐちは腰が泳いでいる。草くさ野の、動きが遅いぞ」

　真剣な面持ちの彼は、端整な顔立ちのせいで近寄りがたい雰囲気がある。獣のような彼から視線を逸らせることができずに、美月はこくりと喉を鳴らしてじっと彼を見つる。

「あれ、君、だれ？　見学の人？」

　ふいに男子部員の一人から声をかけられて美月は驚いた。頭の中が真っ白になってしまう。

「あのっ、これを久賀くんに……忘れ物です」

「えっ、主将の？　あ、すぐに呼んできますので──」

「い、いいえ、忘れ物を届けにきただけです。練習の邪魔になってはいけないので、もう失礼します」

　スマホを男子部員に差し出して頭を下げると、そのまま逃げるように体育館から出ていく。

「待ってくれ──」

　よく通る低い声が聞こえた瞬間、美月の全身が硬直した。

「あ、あの……」

　表情をこわばらせたまま振り返る。

　足早に近づいてきた悠馬の姿が視界に入った瞬間、美月は自分でもどうかと思うくらい体が大きく揺れてしまった。

「美月さん、お礼を言わせてくれ」

　悠馬は美月のそばまでくると、部員から受け取ったスマホを見せた。

「忘れていることにも気づいていなかった。わざわざ届けてくれてありがとう」

　彼が美月に頭を下げると、後ろにいる部員たちからわっと歓声が上がった。

「うわー、主将が女の子に頭を下げている。初めて見た」

「もしかして彼女と痴話喧嘩でもしたんスか？　ヒューヒュー」

　はやし立てる声に戸惑った美月が真っ赤になってうつむくと、悠馬が部員たちに大きな声で言った。

「静かにしろ！　彼女は忘れ物を届けてくれたんだ。『中園亭』の娘さんだ」

　部員たちの視線が美月に集中した。

「可愛い彼女ですね」

「ってか、中園亭ってなんスか」

「オレ知っている。小さな食堂だよ」

「な、中園美月です。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げると、皆から「よろしく！」と元気な声が返ってきた。

「各自、打込練習を続けろ！　藤ふじ崎さき、後を頼む」

「はいっ」

　副主将らしき人に後を任せて、悠馬は玄関の方を指差し、美月に外へ出るようにと言った。

　先に歩いていく彼の背中を追いかけるようにして美月も体育館を出た。

　彼はずんずん歩いて行き、心地良い風が吹く屋外で、体育館の壁を背にして振り返った。

「わざわざ忘れ物を届けてくれたのに、騒がしくてごめん」

　悠馬がすまなそうに頭を下げる。美月は首を横に振った。

「とてもあたたかな雰囲気で素敵です。部員のみんな、久賀くんのことが好きなんだなぁって伝わってきました」

「そうかな」

　彼は小さく微笑んだ。

「ところで、君、剣道の経験はある？」

「いいえ、まったくないんです」

「幼馴染の松本に教えてもらわなかったの？」

「亮介は竹刀とか大切なものに私が触るのはイヤみたいで……小学生の時に私が亮介のおもちゃを壊したことがあるから仕方がないんだけど」

　小学校の低学年の時、亮介が大切にしている合体ロボットを落として壊してしまったことを思い出していると、彼は思わぬことを言い出した。

「よかったら、素振りをしてみる？」

「え……いいんですか？　まったくの初心者で……」

「大丈夫、難しくないよ」

「私、一度やってみたかったんです」

　美月がうれしそうに言うと、彼の唇がゆっくりと曲線を描き、穏やかな微笑みが浮かんだ。

「それじゃあ、まずは足を肩幅に開いて立ってみて。右足を一歩前に出して」

　彼は持っていた自分の竹刀をすっと美月の前に差し出した。

「私が使ってもいいんですか？」

「もちろん。両手で握って。右手が前だよ」

「えっと、こう……？」

「そう。肩の力を抜いて、前まえ屈かがみにならないで」

　彼は美月の後ろに回ると、背後から抱きしめるようにして美月の手の上から竹刀を握った。

「あ……」

　背中を彼の大きな身体に包み込まれ、美月の呼吸が止まる。心拍数が跳ね上がった。

「このまま振り上げて──」

　彼の声が耳元で聞こえる。背中に感じる彼の温もりとたくましい筋肉にどっと全身から汗が出て、顔がじわりと熱くなる。

「力を入れずに振り下ろすよ。三、二、一、メンッ」

　人形のようにされるままになっていると、ヒュンと音がして竹刀が振り下ろされた。

「いい感じだ。もう一度いくよ。振りかぶって、メンッと同時にすり足で一歩前に出る」

「は、はい……」

（心臓が、壊れそう……落ち着かないと）

　彼に聞こえてしまいそうなくらい、心臓がドクドク高鳴っている。

「竹刀を振り下ろすと同時に左足を引きつけて。もっと素早く」

「は……い……」

　落ち着けと自分に言い聞かせていると、彼はぐっとさらに強く美月の手を握ってきた。身体が密着し、心臓がドクドクと早鐘を打ちつけてしまう。

「かなり息が上がっている。顔も赤いし、大丈夫？」

「……す、みません……あの、久賀くん……」

「同級生なんだし、そんなに改まった話し方でなくていいよ。僕も下の名前で呼ばせてもらっているし、君も僕のことは悠馬って呼んでくれたらいい。それより君、熱があるんじゃないか？」

　彼の手が美月の前髪に触れた瞬間、ビクリと自分でも驚くほど大きく身体が震えた。

「動かないで」

　そのまま彼の長い指先が額に優しく触れ、熱があるか確認するように手のひらが額を包み込む。

「大丈夫みたいだ。それじゃあ続けようか。今度は連続して振り下ろしてみよう」

「……久賀くん、あの……」

「悠馬でいいって。ほら、前を向いて」

　戸惑いながら、美月は小さな声を出す。

「……ゆ、悠馬……くん」

「うん？」

「な、なんでも、ないです……ごめんなさい」

「謝らなくていいよ」

「ご、ごめんな……あ……っ」

　繰り返し謝罪してしまい、沈黙が広がった。

「あ、の……」

　彼がどんな表情をしているか気になった美月は、肩越しにそっと視線を向ける。その瞬間、目が合ってしまい、肩が大きく揺れ、あわてて視線を元に戻した。

「……ご、ごめんなさい……」

　小声で謝った途端、竹刀を握っていた彼の手が解かれた。

「あ……」

　竹刀が手からすべり落ち、肩を抱かれるようにして向きを変えられる。
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　何が起こっているのかわからないまま、気がつくと息が苦しくなるほど強く彼に抱き締められていた。

「……っ」

　密着した胸から彼の鼓動が伝わってくる。自分と同じくらいか、それよりももっと速い彼の鼓動に美月は目を見開いた。

「……美月……さん……」

　かすれた声が聞こえ、彼の手が美月の髪をぎこちない動きで撫でていく。

「あ、あの……」

　頭の中がしびれたようになり、五感が研ぎ澄まされて、彼の肌の感覚と温もりに全身が粟立ってしまう。

「──っ」

　ざあっと風が吹き抜けた瞬間、　止まっていた時が動き出したように周囲の音が聞こえだした。

　体育館の壁越しに副主将の声がする。

「そこ、田た村むらぁ！　主将がいないからってチンタラするな！　声出せ、声！」

「ハイッ、オリャァ──」

「メンッ、メンッ、ドゥゥッ」

　竹刀を打ち合う激しい音が聞こえて、悠馬がようやく密着していた体を離した。

「ごめん」

「う、ううん……」

　美月の声は震えていた。心臓がバクバクと音を立て、火をつけられたように全身が熱い。

「素振りをしていたのに、間違えた。本当にごめん」

「……あ、はい……」

　美月は身体から力が抜けるのを感じてそっと顔をふせる。もっと触れてほしかったという思いが湧き上がってしまい、美月自身が戸惑っていた。

　悠馬が無言で美月を見つめる。

「疲れた？」

「いいえ、大丈夫です。私、下手ですみません……」

「初めてにしては上出来だ。思っていた以上にセンスがあると思う」

「本当？　うれしいです……」

　美月が笑顔になると、彼も小さく微笑んだ。

「あの、そろそろお店が心配になってきたので」

　それに練習の邪魔になってはいけないと思い、美月は帰ろうとする。

「……一つ聞いてもいいかな。君は、家を継ぐことに抵抗とか感じなかった？」

「えっ、進路を決めた時のことですか？」

　悠馬は深く頷いた。突拍子のない質問に目を瞬かせながら、美月は少しの間考えて口を開く。

「抵抗というか、私、小学校の先生になりたかったんです。ずっとあこがれていて」

「その夢をあきらめたの？」

「……そうですね。私が中園亭を継ぐことが、父と亡くなった母の夢だったので。でも今はお料理が楽しくて毎日幸せです」

「後悔してない？」

「はい、後悔は全然していません」

　美月が自信を持って大きく頷くと、彼は安堵したような優しい笑顔を浮かべた。

　


　悠馬と別れて美月は自転車で帰宅した。店まで戻ってくると、まだ店が混む時間ではないのに、外で立って待っている人がいる。

「あれっ、亮介？」

　立っていたのは道着姿の亮介だった。

「どうしたの？」

　自転車を置いて亮介と向かい合う。

「……ずいぶん遅かったな」

　不機嫌丸出しの亮介を見て、美月は目を丸くした。

「どうして怒っているの？」

「怒ってねぇよ。ただ……就職の内定がもらえそうだと、知らせにきた」

「えっ、本当に？」

　ぱぁっと美月の表情が明るくなった。そんな美月を見て、亮介もようやく笑顔になる。

「今度、四次面接がある。ここまできたらよほどのことがない限り合格間違いなしだと進路指導の教官から言われた。それで、お前に知らせたくて飛んで来たのに──」

「わぁ、よかったね！」

　幼馴染に良い就職先が決まりそうだと知り、美月は飛び上がって喜んだ。

「……っていうか、おじさんから聞いたけど、お前、Ｋ大まで久賀に忘れ物を届けにいったんだって？」

　美月がうなずくと、亮介は苦虫を噛み潰したような顔になった。

「それで、久賀と話していて、こんなに遅くなったのか？」

「うん、あのね、少しだけ悠馬くんに素振りを見てもらったの」

　密着した彼の体温を思い出して、自然と頬が熱くなってしまう。

「悠馬くんだぁ？　お前、何を浮かれているんだ？」

　ちっと亮介が舌打ちした。腹立たしい時の彼の癖だ。

「べ、別に、浮かれてなんか……それに、亮介には関係ないでしょ」

「ほぅ、俺には関係ないって？　おい美月、もう一度言ってみろよ」

　彼の声が低くなり、怒りでこめかみがピクピクしている。

　ぐっと近づかれて美月は思わず一歩退いた。

「亮介……どうしたの？　なんだか変よ」

　ギリッと奥歯を噛みしめ、亮介が叫んだ。

「御曹司のあいつがお前なんか本気で相手にする訳がないだろ！」

「……っ」

　ズキンと美月の胸に鋭い痛みが走る。亮介は青ざめる美月を鋭く睨み、肩を乱暴に掴んだ。そのまま強い力で抱きしめる。

「亮……介……？」

「いいかげんに気づけよ。俺はお前のことが好きなんだぜ」

「……っ」

　信じられない言葉に美月は小さく息をのんだ。頭の中が真っ白になる。幼馴染としての経験から、亮介は口は悪いけれど、ふざけてそういうことを言う人ではないと理解している。

「で、でも……亮介は……」

　今まで女の子をとっかえひっかえしていたのに、いつから自分のことをそんなふうに思っていたのだろう。

　美月のそんな疑問に気づいたのか、彼はふっと目元を緩ませた。

「いつからかハッキリわからねぇ。ただのダチだと思っていたが、他の男にちょっかいを出されているのを見たら、居ても立ってもいられなくなった。しかもその相手がライバルの久賀だなんて──」

　亮介の声はかすれていた。美月は戸惑いながら懸命に言葉を探す。

「私は……亮介のこと、ずっと仲のいい友達だと……」

「知っている。俺もそう思っていた。でもお前のことをどうしても手放したくねぇんだ。俺、美月が好きだ。お前だって、俺のことを嫌いじゃないだろう？」

「それは……たぶん、友人として……」

「友達以上には、ならねぇか？」

「……で、でも……」

　覗き込むようにして美月の顔を見た亮介は、表情を強張らせている美月を見て眉をしかめた。

「久賀なんかやめておけ。俺にしろ」

　美月の腕を掴むと、そのまま焦点がぼやけるほど顔を近づけた。

　彼の吐息が頬に触れた時、彼が何をしようとしているのか気づき、美月は彼を押し退けようと身をよじる。

「やっ……やめて」

「俺を好きになれよ！」

　いきなり後頭部に手が回され、亮介の唇が乱暴に押しつけられた。

「……んっ！」

　思わず美月の身体が強張る。強引に角度を変えながら、亮介がうすく開いていた唇をこじ開けた。熱い舌を差し込まれて、美月の身体が震える。

「んん──ッ、んっ……」

　亮介はすべてを味わいつくし、かわりに自分自身を刻みつけるかのように深く口づけてくる。激しい舌の動きに生々しい水音が響き、美月の目に涙が浮かんだ。
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　高校生の時に母を亡くし、専門学校に通いながら店を手伝ってきた美月は、忙しくて恋人を作る時間がなかった。キスをするのは初めてだ。

　口づけが深まるほどに美月の胸がズキズキと痛み、涙で視界がにじんでしまう。

「っ……も、やめ……て……」

　つぶやいた瞬間、ようやく亮介が唇を離した。小さく息を吐いて抱きしめていた腕を緩める。

　美月の頬を涙が伝うのを見て亮介は表情を強張らせた。

「おい、なんでキスしただけで泣くんだ？　お前、まさか初めてだったのか？」

「……」

　唇を噛みしめている美月を見て、彼は目を見開いた。

「──マジかよ。俺が美月のファーストキスの相手か。すげえうれしい」

　上機嫌になった亮介を美月が睨みつける。

「ひどい！　亮介なんか、もう絶交……！」

「落ち着けよ。なあ、俺たち本気で付き合わないか？」

「なっ……」

「考えておいてくれ。返事は試合が終わった後で聞く」

「……」

　亮介の目は真剣だった。

　美月は小さく頷き、くるりと向きを変えて、そのまま店の中に駆け込んだ。

「お帰り、美月、どうかしたのか？」

　父が動揺している美月に気づいて心配そうに尋ねてきた。

「何でもないよ。大丈夫」

　そっと窓から外を見ると、亮介はしばらく頭をガシガシとかきながら立っていたが、美月が本気で怒っていることを理解しているようで、店には入らずに帰っていった。

　


　数日後──。

　夕方からの準備が終わり、一息ついた美月は、ベルの音に顔を上げた。

「いらっしゃいませーっ」

　扉が開いて、入ってきたのは悠馬だった。和服ではなく、黒色のざっくりとしたセーターにチノパンを合わせている。私服姿も長身の彼によく似合っていて、悠馬を見た途端、美月の胸がぎゅっと締めつけられた。

「少し、話があるんだ。いいかな」

　彼は穏やかな笑みを浮かべて美月を見た。

「はい……それじゃあ、あの……外で……」

　語尾がどんどん小さくなって、最後はほとんど聞き取れなかったが、厨房にいる父は笑顔で頷いてくれた。

　美月と悠馬は店を出て、駐車場の隅に立った。ちょうど夕陽が西の空に沈みかけて、空も街並みも茜色に染まっている。向かい合った悠馬の髪が夕陽をあびてきらめいた。

「渡しておきたいものがあって」

　すっと目の前にチケットが差し出された。

「剣道春季大会の入場券。スマホを届けてくれたお礼というか……あ、もしかして、松本からもらっている？」

「ううん……」

　彼の口から亮介の名前が出てくると、不意打ちでキスされたことを思い出して背中がぞわりと粟立った。

「お店が忙しいかもしれないけれど、君に見てほしい。僕は個人戦で優勝を目指している。絶対に誰にも負けたくない。松本にも……」

　亮介の名前が出るたびに身体がぎくしゃく不自然になってしまう。そんなことを考えていると、悠馬の視線を感じてハッとなった。

「──来られそう？」

「は、はい、その日は父に頼んでお店を休ませてもらおうと思います」

「よかった。頑張るよ、誰にも負けない……だから、見にきてほしい」

　どうして悠馬がこんなにも苦しい表情をするのか、美月にはわからない。それでも深く頷いた。

「わかりました」

　ほっとしたような表情になった悠馬が小さく息を吐く。

「これから打ち合わせがあるから、それじゃあ」

　穏やかな微笑みを浮かべて、彼は帰っていった。

　彼の後ろ姿を見送っているうちに、気がつくと夕暮れの空が藍色に染まりはじめていた。もうすぐ日が暮れるだろう。　

　美月は彼からもらった入場券を胸に抱きしめて、じっと空を見つめていた。

　


　


　剣道の試合の日になった。

「もうそろそろ大会が始まる時間だろう？　お店の仕込みはもういいよ」

　父の声に、煮物を作っていた美月は顔を上げた。

「うん。もう少し、副菜を作ってから……」

「あとは父さんがしておく。早く行っておいで。きっと大勢の人だよ」

「わかった、行ってきます」

　部屋に戻って、ブラウスの上にオレンジ色のカーディガンを羽織り、紺色のスカートを合わせて家を出る。

　会場となっている市立総合体育館までバスで行くと、『男子学生春季大会』の垂れ幕が下がっている会場は人でいっぱいだった。すでに当日の入場券は売り切れており、会場前は入れない人がたくさんいる。

　悠馬から入場券をもらっておいてよかったと思いながら会場に入ると、観客席はすでに埋まっていた。座席が空いていないか探していると、あちこちで剣士たちが素振りをしているのが見えた。その中で人より頭一つ分抜き出た長身に気づき、ハッと目を見開く。藍染の道着に茶色の柔らかな髪。後ろ姿だけどすぐに悠馬だと気づいた。美月の胸がトクトクと鼓動を速める。

　悠馬は副主将の藤崎と話しながら歩いて行く。応援にきたことを伝えようと、美月はあわてて彼の後ろを追いかけた。

「……悠馬主将、最近感じが変わりましたね。恋人ができたんじゃないですか」

　藤崎の声が聞こえてきた。悠馬が低い声で答える。

「わかるのか」

「やっぱり！　目つきが優しくなったし、こう、イキイキしているというか」

「実は一年前から気になっている人がいるんだ」

　声をかけようとしていた美月の足が止まる。少ししか離れていない悠馬の背中がすごく遠くに感じられて、言葉が出ない。

「一年も前から？　なんで告白しないんですか」

　藤崎が驚いている。悠馬は少しの間考えていた。

「そうだな。遠くから見ているだけで、なかなか声をかけられなかった。でも、この大会が終わったら告白しようと思っている」

「悠馬主将を断る女性なんかいませんよー」

「そんなことはわからないだろ。他に好きな男がいるかもしれないし……」

　二人は後ろにいる美月に気づかないまま選手控室に入っていった。

「あ……悠馬……くん」

　悠馬たちの背中が視界から消えても美月は呆然と立ちすくんでいた。

（悠馬くんに、好きな人が……）

　美月が彼と会ったのは最近だ。しかし彼には一年も前から好きな人がいたのだ。

　美月は胸をえぐられるような苦痛と熱さを感じて踵を返した。足早に歩いてロビーに出ると壁に手をついてうつむき、ドッと湧き上がってくる涙と苦い気持ちを懸命に抑え込もうとする。

　ふいに美月のスマホが着信を告げた。画面に亮介の名前が表示されている。

　『美月、今どこにいる？　お前、会場に来ているんだろう？』

「……うん。一階のロビーのところにいる」

　『すぐに行くから待っていろ』

　それだけ言うと通話が切れた。それから少しして、道着姿の亮介が二階の階段から駆け下りてきた。

「美月！」

「亮介……」

　亮介は大幅なストライドでずんずんと近づいてくる。その迫力に後ずさった美月は壁に背が当たり、逃げ場を失ってしまう。

「美月」

　両肩に手を置かれた。

「そんな顔をするなよ。この前は悪かった。お前が嫌がることはしねぇと約束する。だから、俺と付き合うことをちゃんと考えておいてくれ」

「……亮介……」

「ちゃんと俺の試合を見てくれよ」

「うん……」

　背後から「松本」と友達が呼んでいる。亮介は「おう」と短く返事を返した。

「……頑張ってね」

「ああ、俺は絶対に負けねぇから」

　『──それでは、これより男子個人戦の試合を開始します』

　試合開始のアナウンスが流れた。

　個人戦は会場を四分割して、トーナメントで行われるようで、観客でいっぱになっている。

　悠馬と亮介、両方から試合を見てほしいと言われた美月はトーナメント表を見て何番目に出るかを確認しながら、できるだけ二人の試合を見て応援しようと思った。

　美月は剣道に詳しくないため、試合を見ていても勝負がよくわからない。ただ、悠馬と亮介の旗が上がるように祈りながら応援する。二人とも順調に勝ち進んでいった。

　準々決勝、準決勝……悠馬と亮介は競り勝ち、いよいよ男子個人の決勝戦になった。　

「次が最後の試合、決勝戦……まさか、二人が……」

　美月は信じられない思いで会場を見つめる。決勝戦は悠馬対亮介だ。

　防具を付けた二人が向かい合う。亮介が小声で話しかけた。

「よう、久賀、決勝戦の相手がお前とは、願ったり叶ったりだ。お前にだけは負けねぇからな」

「……望むところだ。かかって来い、松本」

「俺は自分より弱いヤツは認めねぇからな」

「もちろん、僕だってそうだ」

　どちらからともなく握手を交わす。それはほんの一瞬で、二人の手はすぐに離れた。

　『男子個人戦の決勝戦を開始します。赤、Ｍ大、松本亮介選手、白、Ｋ大、久賀悠馬選手』

　アナウンスの後、会場から大声援が送られた。二人は向かい合って開始線に立ち、蹲そん踞きょする。

「始めッ」

　宣告と同時に亮介が諸手で面を打ち込んできた。

「ウォリヤァ──ッ」

「テヤァッ──」

　つばぜり合いの状態から悠馬が素早く下がって面を打ち返す。すり足で一気に悠馬が間合いを詰めると、亮介が小手を打ち込むより先に片手面を飛ばした。面で相打ちとなり、互いに飛び退いて距離を取る。

「トリャァアァァ──」

「メェェ──ンッ」

　猛攻の二人に観客席から大きな拍手が沸き上がった。

「くっ──コテェ──ッ」

　剣先でけん制する悠馬に亮介が小手を打つ。しかしそれは悠馬の肘ひじにめり込んだ。

「うっ……」

　ぐらりと悠馬の体が揺れる。彼が竹刀を落としそうになった瞬間、美月は叫んでいた。

「悠馬くん、頑張って──」

　美月は悠馬を見つめたまま、ゆっくりと瞬きをした。胸に広がる熱い想いにようやくはっきりと自分の気持ちに気づく。

（悠馬くんが他の人を好きでも、私は……悠馬くんが好き……）

　美月の声に応えるように、悠馬は竹刀を握り直して素早く返し胴を放った。下がりながら振りかぶって亮介が面を打ち込む。

「ドオォアァァ──ッ」

「くっ、トアァァ──ッ」

「悠馬くん……！」

　やわらかな足さばきで中心を外した悠馬が亮介の打撃を交わす。そのまま竹刀をたたいて動きを封じ、面を打ち込んだ。

「メェェ──ンッ！」

「メンありッ！」

　白の旗が三本上がった直後、ブザーが鳴った。

「勝負あり！　勝者、白、久賀悠馬選手」

　会場内が割れんばかりの拍手と歓声に包まれ、美月も夢中で拍手を送った。

　


　胸がいっぱいになった美月はロビーに出て気持ちを落ち着ける。ふいにスマホが着信を告げた。亮介からだ。

「もしもし……？」

　『美月、俺だ。試合、見てくれただろう？』

「うん、すごい試合だった。亮介、準優勝おめでとう」

　『ふん、お前、久賀を応援しただろう。声が聞こえたぞ』

「えっ、聞こえたの？」

　美月が驚くと、亮介が吹き出した。

　『バーカ、聞こえるわけがねぇだろ。引っかかってんじゃねぇよ。まあいい。あいつは……』

　電話の向こうで亮介の声が小さくなる。

「え、何？　よく聞こえない」

　『……なあ、返事を聞いてもいいか』

「ご、ごめんなさい……」

　『やっぱりな』

「……」

　『お前はあいつのことが好きなんだろ。あいつは……久賀は、医務室にいるはずだ。俺が打った小手が肘に当たって腫はれたんで、診てもらっている。早く行ってやれ』

「……亮介、でも、悠馬くんは他に好きな人がいるの」

　『それなら、当たって砕ければいい。俺がお前を幸せにしてやる』

　彼がどんな気持ちで背中を押してくれているのかを考えると胸が熱くなる。

「亮介、ありがとう……」

　美月は真っ直ぐに医務室へ向かって走った。医務室の前で立ち止まり、深呼吸して扉をノックする。

「はい」

　悠馬の声がした。そっとドアを開けると、白い壁と薬品棚が見え、パーテーションの奥には診察用のベッドがある。

　剣道着のまま椅子に座っていた悠馬は美月を見て大きく目を見開いた。

「美月さん、どうしてここが」

「亮介が教えてくれたの。あの、肘は……」

「大丈夫だよ。ただの打ち身で、湿布してもらった。医務室の先生は他の選手に付き添って病院へ行ったから今は僕一人だ。入っておいで」

　美月はドアを閉めて、彼の前に立つと一番伝えたい言葉を口にする。

「悠馬くん、優勝おめでとう！」

　彼は満面の笑みで頷いた。

「ありがとう。後で中園亭に寄ろうと思っていた。そうか、松本が君に知らせてくれたのか……」

　ふっと彼の表情が曇った。うつむき、床の一点をじっと見つめて低い声を出す。

「個人戦優勝できたのは君のおかげなんだ。僕は君のためにどうしても勝ちたかった。約束しただろう？　絶対に誰にも負けないって。そして優勝したら君に言おうと思っていた」

「……」

　美月は何を言われるのか全然わからず、緊張して身体を強張らせた。

　彼は意を決したように顔を上げ、美月を真摯な眼差しで見つめる。

「君のことが好きだ。付き合ってほしい」

　思わず息をのみ、目を大きく見開く。

「で、でも……っ」

「僕が頑張れたのは君のおかげなんだ。君に告白することを心の支えにして頑張ってきた。一年前から」

「えっ？　一年前……？」

　頷いた彼の耳が赤くなっていることに気づいて美月はさらに目を見張る。彼は目をそらさずに美月を凝視したまま言葉を続けた。

「一年前、たまたま通りかかって中園亭に行ったことがあった。その時、君が明るく頑張っている姿に元気づけられた。当時の僕は決められたレールの上を進むことに抵抗を感じていた。でも君を見て、父親の会社を継ぐことを前向きにとらえられるようになったんだ」

　ひたむきな彼の言葉に驚き、美月は呆然と悠馬を見つめる。

「そんな、ことが……？」

「ああ、店が混んでいたから君は覚えていないと思うけれど、俺はずっと覚えていた。それから時々、ランニングコースとして食堂の前を走っていた。君の様子を見るために」

「ゆ、悠馬……くん……」

　彼の言葉に美月の心臓が早鐘を打ちつけていく。

「……松本と幼馴染だと聞いて、君達がもしかしたら付き合っているのではと不安になった。だから松本に勝って君に告白したかった」

「悠馬く……っ」

　──御曹司のあいつがお前なんか本気で相手する訳がないだろ。

　ふいに以前、亮介から言われた言葉が美月の脳裏をよぎる。確かに、資産家や名家の令嬢など、美月よりも悠馬にふさわしい女性が他にたくさんいるはずだ。そう思った途端、美月の身体が強張った。

「で、でも……」

　目の奥がじわりと熱くなり、ぐっと手を握りしめて唇を噛みしめる。

「美月さん……？」

　悠馬が小首をかしげている。

「私は……小さな食堂の娘で、家はお金なんてないし……」

　美月の言葉が終らないうちに、ガタッと音を立てて悠馬が椅子から立ち上がった。

「何を言っているんだ？　僕はそんなことは気にしない」

「……悠馬……く……ん……」

「僕は一年前から君と話したいと思っていて……話したら触れたくなって……」

　かすれた声と共に美月はふわりと彼の腕に包まれる。

「僕は今のままの君が好きだ」

「……っ」

　優しく抱きしめながら、悠馬は美月の髪に頬を押しつけた。

　彼のぬくもりを感じた瞬間、張りつめていた糸が切れたように、美月の強張っていた全身から力が抜け落ちていく。こらえ切れずに目を閉じると、頬を涙が次々にこぼれ落ちた。閉じた瞼から涙がぽろぽろと頬を伝い落ち、美月はそのまま静かに泣き続けた。どのくらいそうしていただろう。

「美月……」

　優しい声に目を開ける。涙でにじんだ視界の中、悠馬の表情は見えない。

「悠馬、くん……」

　そっと手で涙を拭うと、彼は真摯な表情で美月の顔を正面から見据えていた。

「君の気持ちを聞かせてくれ」

「わ、私……」

　お店で困っていた時、嫌な顔ひとつせずに助けてくれた。家業を継いで立派だと言ってくれた。あの時にはもう彼を好きになっていた。

「……好きです。悠馬くんのことが大好き──」

　かすれた声で気持ちを告げると、彼の腕に力が込められた。道着越しに彼の胸の広さやたくましさを感じて、美月の鼓動が一気に速まっていく。

「美月、好きだ」

　耳元で囁かれて美月の息が止まる。

　次の瞬間、あたたかいものがそっと唇に重なってきた。

「ん……っ」

　触れるだけの優しい口づけに美月の胸が極限まで速く脈を打つ。彼の唇が美月の唇をついばむように吸いながら、後ろに回り込んできた手のひらがうなじをさするように上下する。美月は体の芯からとろけてしまいそうになり、頭の中が真っ白になった。

「美月──君にもっと触れたい」

　唇を離した彼は吐息混じりの切ない声を出した。美月はその声を愛おしいと感じ、熱いため息を漏らして小さく頷く。彼は美月の頬を優しく撫でた後、軽々と美月を抱き上げた。足が床から離れて美月があわてている間にパーテーションの向こう側にあるベッドまで連れていき、その上にそっと座らせる。

「美月──」

　愛おしそうに名前を呼ばれ、滑るように彼の手が美月の後頭部を掴む。次の瞬間、噛みつくように唇が塞がれた。

「んぅ……ん──」

　角度を変えながら、口づけが深まっていく。大きな手にすっぽりと後頭部が包み込まれ、唇を開かされた。

　彼の名を呼ぼうとして声にならず、濡れた唇の間に声が消えてしまう。

　そのまま熱い舌が口腔内に差し込まれ、彼の舌が美月の舌に絡みつく。

「あっ……んんっ……ぁ……あ」

　巧みな舌遣いで歯列の後ろをなぞられる。上顎をつつかれているうちに頭の中がぼうっと霞み、まなじりがじんじんと熱くなってきた。

「悠馬……く、ん……っ」

　藍染の剣道着に頬を押し当てると耳元で乱れた彼の息遣いが聞こえた。

「君は……本当に……可愛い。僕は……どうにかなってしまいそうだ」

　耳元で甘い声で囁かれ、彼はそのまま美月の耳を口に含んだ。

「ふぁ……っ」

「美月──」

　体重をかけて自由を奪われて、ゆっくりとベッドへ倒れ込む。

「抑えられそうにない。君が欲しい。途中で止められないから、覚悟を決めてくれ」

　彼は美月の両手を一つにまとめて頭上で固定した。ブラウスとスカートだけになった美月の身体を彼の長い指先が愛撫していく。

「あ……悠馬くん……くすぐったい……」

　身をよじると、彼はブラウスの胸元をはだけさせ、ブラを外してしまう。

　そのまますっと身をかがめて、彼は胸の尖せん端たんを口に含んだ。

「ひぅっ！　んん……」

　カリッと歯を当てられて背中が大きく仰け反った。

「大丈夫？」

　真っ赤になっている美月の顔を愛しそうに見つめながら、彼は片手で固くなった乳首を擦りつけ、爪を立てるようにしてこねまわしていく。

「んんっ……っ、あぁ……く……っ」

　敏感な突起は身体中に疼うずきを走らせる。全身の熱を高ぶらせていると、彼はクチュッ、クチュッと音を立てて乳首に吸いついた。

　硬く尖らせた舌先でなぶられ、ふくらんだ尖端をさらに転がされて、未知の刺激と快感に腰が震えてしまう。

「やぁ……あ、あぁっ……んぅ……っ」

「感じている君もきれいだ」　

　つぶやきが落ちた瞬間、彼の手が薄い布越しに蜜口に触れた。

　思わずひくりと喉を引きつらせると、彼はじっと美月を見つめた。

「美月、初めて？」

「……あ、の……」

　彼は目を細めた。

「ゆっくりする。だから安心して」

　真っ赤になった美月をあやすように彼は胸から口を離して優しく口づけた。

　スカートと下着を脱がせると、全身を滑るように優しく愛撫していた彼の手が蜜口に直接触れる。

「あっ、あ、あ、あ……っ」

　喘ぐようなため息をもらす美月の表情を見守りながら、彼は蜜口の浅い部分を探っていた指に力を入れた。秘裂を割ってぐっと中へ入り込む。

「く……っ、……んんぅ……っ。あぁぁっ！」

「痛い？」

　襞ひだが伸ばされる引きつった痛みと圧迫感を感じて美月は息を吐く。同時に快感がせり上がってきた。

　心配そうに見つめてくる彼の眼差しが優しくて、ジンと胸が疼いて何も言えない。小さく首を横に振ると、彼は確かめるように指を深くまで沈めてしまう。

「ひ……っ、ん……、あぁ……っ」

　奥まで指を挿入されて、美月の身体が仰け反る。思わず声が出た。

「あっ、い、痛いた……っ」

「ごめん、解ほぐさないと君がもっとつらい思いをする。それに……濡れてきている。だからもう少し辛抱して」

　彼の長い指が二本に増え、美月の唇から小さな悲鳴が漏れる。
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「あぁっ！　んんっ……くっ……」

　二本の指を根元まで沈められて、美月は思わず息をのみ、彼の背中に強くしがみついた。

「ご、ごめ……なさい……」

　痛かったのではないかと思って謝ると、彼は小さく笑った。

「美月……どうして君はこんなにも俺を煽るのが上手いんだろう」

「悠馬、く、ん……？」

「僕の方こそ、謝らないといけない。もう止められない」

　熱い囁きの後、彼は首筋にキスを落としながら二本の指で中をかき混ぜるように動かした。

「……ひぅ……っ、ん……んんっ」

「大丈夫だ。僕を受け入れられるように、もう少し我慢してくれ」

　蜜に濡れた中を擦り上げる彼の指の動きは止まらない。敏感な膣が収縮し、じわじわと追い詰められるように全身が熱くなる。

「あぁ……っ、あふ……っ、はぁっ、はぁっ……っ」

　指の動きが速まり、せり上がってくる感覚に美月は切羽つまった声を上げた。

「恥ずかしがったり感じたりしている君も可愛い。大好きだよ」

　熱っぽい囁きに胸が締めつけられる。恥ずかしさとうれしさが混ざり合って美月はそっと彼を見上げる。彼の目は今までに見たことのないほど熱を帯びている。

「美月、君が欲しい」

　中を愛撫していた指を引き抜いた。

　美月の腰をしっかりと抱きしめ、脚を抱えるようにすると、指の代わりに熱い欲望を蜜口に押し当てる。

　その硬さと大きさに美月は小さく息をのんだ。おびえたような顔で唇を噛みしめる。

「悠馬……く、ん……」

「大丈夫だよ。力を抜いて」

　上から覆いかぶさるようにして彼がゆっくりと美月の中に押し入ってくる。

「ンっ……！　くぅ……あああっ！」

　美月はゆっくりと押し開きながら侵入してくる彼の欲望をのみ込んでいく。痛いけれど、彼だと思えば耐えられる気がした。

「美月の中、熱いね……すごくいいよ……」

「……ひぅ……っ、あっ！　あっ、あっ」

　彼は容赦なく腰を進め、初めての場所を硬い肉棒でメリメリと押し開いていく。

　涙が浮かんだ目で彼を見上げると目が合った。彼はそっと美月の目元に唇を寄せる。

「痛い……？」

「……だい……じょ……ぶ……」

　懸命に受け入れようとしている美月を見て、悠馬は痛々しそうに眉根を寄せて奥歯を噛みしめた。

　このままでは美月を抱き壊してしまうかもしれない。これほどまでに強い気持ちは初めてだった。悠馬は息を吐いて気持ちを落ち着かせようとする。

「美……月……」

　途中まで埋め込んで一旦動きを止めていた彼が喘ぐように呼吸を乱している。余裕がない彼の様子に美月は胸の奥が熱くなった。

「悠馬……くん……大丈夫……だから……」

「好きだよ、美月──」

　唇についばむような優しいキスをして、彼は腰を動かしながら勢いをつけて奥まで貫いた。

「ああぁっ！　ん……っ、んんっ！」

　痛みに息が止まる。彼はさらに根元まで押し込んだ。そのまま一度腰を引き、足が浮き上がるほどに深く突き上げる。

「くっ！　あぁっ……、ンンっ……あ、あっ……ぁっ」

　深々と突かれ、大きく背が仰け反った。

　視線を上げると、彼は端正な顔に汗を浮かべて目を細めていた。熱く野生動物のような彼を見て美月の胸が震える。同時に甘い疼きが湧き上がってきた。

「少しだけ、動いてもいい？」

「……うん……っ」

　彼は美月を揺すり上げながら、中をかき回すように最奥を突き上げた。

「あっ、うぅ、あっ、あっ……」

　ズチュッ、ズチュッとみだらな音が結合部分から聞こえる。彼をくわえ込んだまま、さらに奥へとのみ込まされる。全身が硬直し、きつい締めつけに彼自身も追い上げられ、彼はさらに大きく腰を動かした。

「あっ！　ま、待って、あッ、あッ、あぁーッ」

「君は……僕のものだ。僕は君のものだよ」

　熱く囁きながら、彼は分身を引き絞るようにして打ちつけていく。

　美月の内股がピクピクと震えて、さらに彼を締め上げた直度、悠馬が低く呻いた。ひときわ腰を突き入れる。

「くっ、出る……っ、美月──」

　彼の身体が強張り、美月の最奥に白濁が爆はぜる。

「……っ！」

　白濁を放つ間も彼に容赦なく奥を突くようにかき回されて、美月の全身を強く甘い痺れが駆け抜けていく。

　頭の中が真っ白になり、全身を電流が流れたような感覚に震えが走る。

「あっ！　んぅっ……！　はぁっ……あぁ、あ──っ！」

　強烈な快感に目の前で火花が散った。身体がビクビクと波打つ。二人の乱れた呼吸が部屋に響いた。彼は呼吸を整えながら美月の上に身体を預ける。

「愛しているよ──」

　優しく美月を抱きしめながら囁いた。

「悠馬くん……」

　まだ整わない速い呼吸を繰り返している美月の赤い頬にそっと口づけを落とし、抱きしめる手に力を込める。

　美月は温もりに包まれてそっと目を閉じたのだった……。

★おわり★










剣道男子が私をめぐって争ってます！
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